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新年のごあいさつ 

基本理念 

基本方針 

 私たちは地域の人が安心して健康に生

活できるように、社会人としての論理を守り、

開かれた最良の医療を目指します。 

1. 地域社会への貢献 

2. 患者さんに安心と共に満足していただける 

  サービスの提供 

3. 関連法令ならびに患者権利章典の遵守 

4. 医療情報の提供と公開 

5. 医療の質向上 

 新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願い致します。 

 宜野湾記念病院は宜野湾市の地域のみなさまが最期までこの地域で安心してすごせるた

めに急性期後から在宅まで地域に密着した医療の提供を目指しております。できる限り住み慣

れたこの地域で過ごしたい、そのために必要な介護サービスとして、通所リハビリテーション、

訪問看護ステーション、ヘルパーステーション、訪問リハビリテーション、居宅介護支援事業

の充実を目指してまいりました。そして、市からの委託を受けた地域包括支援センターぎのわん

ではこの地域ですべてのサービスをコーディネートできるような相談業務も提供しております。

厚生労働省が２０２５年までに目指す地域包括ケアシステムは重度な要介護状態になって

も住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるように、医療、介護、

予防、住まい、生活支援が一体的に提供できるシステムです。認知症高齢者が地域で生活

できるに支えられるような支援など、この地域ではすでに包括ケアシステムが構築されつつあ

ります。地域の方々が宜野湾記念病院があるからどんなときでも安心して過ごせる、最期まで

この地域で過ごせる、そんな地域のための病院を目指しています。 

 今後もさらに地域で包括した医療、看護、介護の提供を展開する方針でおりますのでよろし

くお願いします。 

院長 湧上 聖 



 １１月２０日・２１日、熊本市で第２２回日本慢性期医療学会が開催され、全国から医療介護 

専門職約２０００人があつまった。基調講演「医療におけるコミュニケーションスキル」に始まり、 

養老孟司東京大学名誉教授の記念講演など講演４題、４シンポジウムなど、慢性期病床の 

諸課題について熱い論議が交わされた。末永 英文大会長に大会テーマなどについて聞いた。 
 

◯学会のテーマ「最後まで満足する介護・看護・医療」の趣旨は。 

 今まで医療は少しでも長く生きることを目的としたが、今後は最期をどのように迎えるかが 

医療の大きなテーマになってきた。最期を迎えようとする人にどこまで延命治療をするか。 

終末期の患者に対して侵襲的な治療を積極的に行うことは患者にとって本当に幸せだろうか。 

そうした終末期の医療と死について医療介護の他職種が集まって考える大会にしたかった。 
 

◯大会長の考えは。 

 私は医師になって５０年になる。医療技術、医療機械の進歩によって臨床成績は劇的に改善された。同時に、医学と医療

は密に重なり合いながら発展し、移植医療、遺伝子治療、人工授精、意識はなくても生命を維持する技術など、賛否のある

ところだが、人間の尊厳に関わる場面が増えてきたように思う。 

 そうした中で、最近の終末期医療に疑問を持つようになった。延命に最善を尽くす医療職の使命感と生存を臨む家族の

意向によって、検査、診断、インフォームドコンセントを行い、その後は薬、経管栄養、胃ろう、点滴、心肺蘇生、様々な手段

を用いて終末期医療が行われている。いくらかは延命の効果はあるが、やがて寿命が尽きてしまう。 

 臓器別や機能別の診療体制が進んだこともその背景にある。患者は臓器をバラバラに持っているのではなく、人の体の

中にあることを忘れてはいけない。医療現場では、病気に気を取られるあまり、老化や老衰と病気とを混同してしまってい

るのではないか。 

 私自身は、終末期になり死が避けられない状態で、最善を尽くしても口から食べられなくなった時は、痛みのコントロール

を除いて、積極的な医療は望まない。いまこそ全人的な医療が必要であり、終末期の死について一人ひとりがしっかりと考

える時に来ていると考える。元気な間に自分の死について家族など周囲の人たちと話し合ってほしいと思う。 

 当院の理事長である末永英文

が大会長を務める、第２２回日本

慢性期医療学会が２０１４年１１月

に九州の熊本県にて開催されま

した。 

 当院からも、多数の演題を発

表し、日本慢性期医療学会を盛

り上げる事が出来ました。 

 

第２２回 日本慢性期医療学会 

どこまで医療を行うか 

自分の死を考え話し合う 
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